
年
間
を
通
し
て
温
暖
で
過
ご
し
や
す
い
気
候

で
あ
る
。

　

公
用
語
は
中
国
語
お
よ
び
英
語
。
人
口
の

約
95
％
を
占
め
る
中
国
系
の
人
々
は
専
ら
広

東
語
を
用
い
て
い
る
。
中
国
の
公
用
語
で
あ

る
北
京
語
も
中
国
返
還
以
降
の
教
育
や
中
国

本
土
か
ら
の
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
以
前

よ
り
も
通
じ
や
す
く
な
っ
て
は
い
る
も
の
の
、

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
際
は
広
東
語
し
か
通
じ
な

い
。
ま
た
、
英
語
は
主
に
ビ
ジ
ネ
ス
用
に
使

わ
れ
る
が
、
確
実
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
に
は
広
東
語
が
必
須
だ
。

　

犯
罪
発
生
率
は
世
界
で
最
も
低
い
都
市
の

１
つ
（
日
本
よ
り
低
い
）
で
、
警
察
機
構
も

整
備
さ
れ
て
お
り
治
安
は
よ
い
。
た
だ
、
こ

れ
は
日
本
で
も
同
様
だ
が
、
置
き
引
き
や
ス

リ
、
タ
ク
シ
ー
の
料
金
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
は

注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

香
港
の
人
口
は
、
香
港
政
府
規
画
署
が
こ

の
ほ
ど
ま
と
め
た
将
来
の
人
口
構
成
レ
ポ
ー

ト
（
統
計
局
の
07
～
08
年
調
査
を
基
に
、
08
年
半

ば
か
ら
の
10
年
間
に
つ
い
て
香
港
の
地
区
別
人
口

構
成
の
推
移
を
予
測
）
に
よ
る
と
、
２
０
１
０

年
の
総
人
口
は
７
０
９
万
人
で
老
年
人
口
比

率
（
総
陸
上
人
口
に
占
め
る
満
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
比
率
）
は
12
・
７
％
。

　

同
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、
総
人
口
は
10
年

間
（
08
～
18
年
）
で
60
万
７
７
０
０
人
増

（
８
・
７
％
増
）
の
７
５
８
万
５
４
０
０
人
に

な
る
見
込
み
と
い
う
（
図
表
２
）。
こ
の
増

加
し
た
60
万
人
の
う
ち
、
約
６
割
を
65
歳
以

上
の
高
齢
者
が
占
め
る
。

　

ま
た
、
老
年
人
口
比
率
も
、
10
年
間
で

12
・
６
％
か
ら
16
・
２
％
と
３
・
６
ポ
イ
ン

ト
拡
大
。
一
方
、
年
少
人
口
（
同
14
歳
以
下
）

は
10
年
間
で
12
・
９
％
か
ら
12
・
２
％
へ
と

減
少
し
、
18
年
ま
で
に
高
齢
者
数
が
子
ど
も

の
数
を
追
い
抜
く
勢
い
で
ふ
え
て
い
る
。

　

香
港
全
体
で
34
万
８
８
０
０
人
の
高
齢
者

が
純
増
す
る
計
算
だ
が
、
エ
リ
ア
別
に
み
る

と
そ
の
６
割
近
く
の
19
万
９
０
０
人
は
新
界

の
増
加
分
。
新
界
で
は
さ
ら
に
年
少
人
口
の

減
少
も
顕
著
（
３
万
２
０
０
人
減
）
な
こ
と
か

ら
、
老
年
人
口
比
率
は
10
年
で
４
ポ
イ
ン
ト

伸
長
し
14
・
２
％
と
な
る
。
こ
の
他

10
年
間
で
60
万
人
の

老
齢
人
口
が
増
加

　

日
本
か
ら
香
港
ま
で
は
、
フ
ラ
イ
ト
時
間

に
し
て
約
４
時
間
、
時
差
に
し
て
1
時
間
の

距
離
に
あ
る
。
08
年
４
月
に
は
Ａ
Ｎ
Ａ
が
羽

田
〜
香
港
便
を
就
航
し
、
観
光
に
ビ
ジ
ネ
ス

に
便
利
で
近
い
国
と
な
っ
た
。

　

香
港
は
、
香
港
島
、
九
龍
半
島
、
新
界
お

よ
び
周
囲
の
南
シ
ナ
海
に
浮
か
ぶ
２
３
５
余

り
の
島
を
含
め
た
地
域
を
指
す
。
面
積
は
、

東
京
23
区
の
約
２
倍
と
な
る
１
１
０
４
㎢
。

　

高
温
多
湿
な
亜
熱
帯
気
候
帯
に
属
し
、
５

月
か
ら
11
月
ま
で
が
雨
季
と
な
る
。
そ
の
間

は
台
風
の
襲
来
も
多
い
も
の
の
、
四
季
が
あ

り
冬
で
も
時
々
10
度
以
下
に
な
る
程
度
の
、

■図表1　ねこの手企画・主催の 
「香港介護施設見学ツアー」概要

＜第１回＞「香港介護施設見学ツアー」
日程：2008年4月9日〜12日（3泊4日）
参加者：東京都介護福祉士会会員　他
見学先：東華三院揚成紀念長期護理院

＜第2回＞「三好春樹先生と行く香港施設見学・癒しの旅」
日程：2008年6月23日〜25日（2泊3日）
参加者：日本の医療・福祉業界従事者、香港日本人倶

楽部　他
見学先：賽馬會耆智園

■図表2　香港の総人口と老年人口比率の推移予測
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老年人口比率（右）
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出典：規画署

香
港
ビ
ジ
ネ
ス
参
入
の
た
め
の
基
礎
知
識
と

現
地
に
み
る
高
齢
者
住
宅
事
情

㈱
ね
こ
の
手　

代
表
取
締
役　

伊
藤
亜
記

﹇
中
国
マ
ー
ケ
ッ
ト
／
特
別
寄
稿
﹈

中
華
人
民
共
和
国
香
港
特
別
行
政
区
、
通
称
「
香
港
」。
本
稿
で
は
、
同
地
の
最
新
情
報
に
加
え
、

08
年
に
当
社
が
企
画
・
主
催
し
た
２
回
の
「
香
港
介
護
施
設
見
学
ツ
ア
ー
」
を
通
じ
て
見
聞
し
た
香

港
の
高
齢
者
施
設
の
状
況
を
紹
介
し
た
い
。

代表取締役
伊藤亜記氏
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社
の
ニ
ュ
ー
ス
で
報
じ
ら
れ
る
ほ
ど
、
所
得

格
差
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
。

　

統
計
局
の
最
新
調
査
に
よ
る
と
、
09
年
第

１
四
半
期
の
月
収
１
万
～
４
万
Ｈ
Ｋ
＄
の
中

流
家
庭
は
前
年
同
期
比
で
３
万
戸
近
く
減
少

し
、
そ
の
分
、
月
収
４
０
０
０
Ｈ
Ｋ
＄
以
下

の
低
所
得
家
庭
が
ふ
え
て
い
る
（
図
表
４
）。

　

一
方
で
、
香
港
政
府
観
光
協
会
へ
の
ヒ
ア

リ
ン
グ
に
よ
る
と
、｢

香
港
で
は
ま
だ
ま
だ

近
親
者
を
高
齢
者
施
設
に
入
れ
る
こ
と
が
日

本
以
上
に
抵
抗
が
あ
る
よ
う
で
、
経
済
的
に

余
裕
の
あ
る
家
庭
で
は
“
ア
マ
さ
ん
＝
お
手

伝
い
”
を
雇
い
面
倒
を
看
て
も
ら
う
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
方
々
は
家
族
や
親

類
が
面
倒
を
看
て
い
る
の
が
現
状
で
す｣

と

い
う
声
も
あ
る
。
し
か
し
、
一
人
っ
子
政
策

の
弊
害
は
今
後
、
そ
う
も
言
っ
て
い
ら
れ
な

い
状
況
を
引
き
起
こ
す
だ
ろ
う
。
近
年
で
は

設
備
が
比
較
的
整
い
、
入
所
費
用
の
安
い
中

国
本
土
の
老
人
ホ
ー
ム
で
老
後
を
過
ご
す
人

も
ふ
え
て
き
て
い
る
そ
う
だ
。

　

さ
ら
に
、
香
港
で
も
日
本
の
有
料
老
人
ホ

ー
ム
に
相
当
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
付
き
施
設

が
散
見
さ
れ
る
。

　

08
年
４
月
に
当
社
主
催
で
開
催
し
た
「
香

港
介
護
施
設
見
学
ツ
ア
ー
・
第
１
回
」
で
は
、

東
京
都
介
護
福
祉
士
会
の
会
員
を
伴
い
、
香

港
最
古
に
し
て
最
大
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
で
あ
る

東
華
病
院
グ
ル
ー
プ
の
一
つ
で
、
15
歳
以
上

の
精
神
リ
ハ
ビ
リ
施
設
も
兼
ね
た
職
員
数
82

人
、
定
員
１
７
０
人
の
高
齢
者
施
設
で
あ
る

「
東
華
三
院
楊
成
紀
念
長
期
護
理
院
」
を
見

学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

東
華
三
院
は
香
港
で
有
名
な
慈
善
機
構
で

病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
高
齢
者
施
設
の
他
に

教
育
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。
香
港
の

観
光
名
所
に
な
っ
て
い
る
寺
院「
東
華
三
院
」

も
運
営
し
て
お
り
、
前
述
の
高
齢
者
施
設
も

寺
院
へ
の
お
布
施
等
で
運
営
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

居
室
内
は
日
本
の
介
護
施
設
に
あ
る
よ
う

な
介
護
用
ベ
ッ
ド
で
は
な
く
普
通
の
ベ
ッ
ド

を
利
用
し
て
お
り
、“
施
設
”
で
は
な
く
“
住

居
”
で
あ
る
こ
と
を
重
ん
じ
て
い
る
こ
と
が

伝
わ
っ
て
く
る
。

　

施
設
内
に
は
入
居
者
の
１
週
間
の
予
定
を

文
字
が
理
解
で
き
な
い
人
に
も
配
慮
さ
れ
た

イ
ラ
ス
ト
入
り
の
表
で
掲
示
さ
れ
て
お
り
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
は
太
極
拳
な
ど
、
香

港
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
が
組
み
込
ま
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
08
年
６
月
に
実
施
し
た
第
２
回
め

の
ツ
ア
ー
は
、
生
活
と
リ
ハ
ビ
リ
研
究
所
・

代
表
の
三
好
春
樹
先
生
に
も
同
行
し
て
い
た

だ
き
、
香
港
政
府
観
光
局
の
ご
協
力
の
も
と

と
香
港
日
本
人
倶
楽
部
や
日
系
企
業
の
方
々
、

在
香
港
日
本
国
総
副
領
事
も
招
い
て
「
身
近

な
介
護
・
楽
し
い
老
後
と
長
生
き
の
秘
訣
」

に
関
す
る
講
演
会
も
開
催
し
た
。

７
万
７
５
０
０
人
の
高
齢
者
純
増
が
見
込
ま

れ
る
香
港
島
の
老
年
人
口
比
率
は
５
・
４
ポ

イ
ン
ト
増
の
19
・
５
％
ま
で
拡
大
す
る
見
通

し
で
、
顕
著
な
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。

寺
院
の
お
布
施
や
競
馬
の
収
益
金
か
ら

開
設
し
た
高
齢
者
福
祉
施
設
も

　

こ
の
よ
う
に
、
高
齢
化
が
進
む
香
港
で
も

高
齢
者
施
設
の
整
備
は
最
大
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。

　

日
本
の
介
護
保
険
の
よ
う
な
制
度
が
な
い

香
港
で
は
、
主
な
高
齢
者
施
設
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
は
政
府
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

香
港
の
行
政
主
体
の
介
護
施
設
は
、
月
額
利

用
料
に
応
じ
て
主
と
し
て
「
長
寿
宿
舎
」（
日

本
で
い
う
高
齢
者
住
宅
に
相
当
）、「
安
老
院
」（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
相
当
）、「
護
老
院
」（
介

護
老
人
保
健
施
設
に
相
当
）
の
３
タ
イ
プ
に
分

類
さ
れ
る
（
図
表
３
）。

　

ま
た
、
香
港
の
高
齢
者
の
多
く
は
、
月
額

に
し
て
２
４
０
０
～
４
０
０
０
香
港
ド
ル

（
以
下
、
Ｈ
Ｋ
＄
。
１
Ｈ
Ｋ
＄
＝
12
円
相
当
）
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
が
、
年
金
を
受
け
て

い
る
高
齢
者
は
医
療
費
が
無
料
に
な
る
こ
と

か
ら
、
施
設
に
入
所
し
た
際
に
か
か
る
費
用

は
施
設
利
用
料
の
み
と
な
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、｢

こ
れ
ま
で
中
流
だ
っ

た
家
庭
が
低
所
得
層
に
転
じ
る
状
況
が
加
速

し
て
い
る｣

と
10
年
３
月
１
日
の
東
亜
通
信

■図表4　香港における所得別世帯数

■図表3　香港の高齢者住宅の種類と分類
種類 日本におけるイメージ 月額費用

長寿宿舎 高齢者住宅 502 ＨＫ＄
安老院 特別養護老人ホーム 1,429 〜 1,506 ＨＫ＄
護老院 介護老人保健施設 1,994 ＨＫ＄

低所得家庭（月収 4,000 ＨＫ＄以下） 世帯数 全世帯に占める割合
09 年第 1 四半期 18 万 6,500 戸 8.10%
08 年第 1 四半期 15 万 4,700 戸 6.80%

中流家庭（月収 1 万〜４万ＨＫ＄） 世帯数 全世帯に占める割合
09 年第 1 四半期 125 万 7,000 戸 54.30%
08 年第 1 四半期 128 万 5,000 戸 56.10%

高所得家庭（月収 4 万ＨＫ＄以上） 世帯数 全世帯に占める割合
09 年第 1 四半期 41 万戸 17.70%
08 年第 1 四半期 41 万 7,000 戸 18.30%

出典：統計局

　

同
ツ
ア
ー
で
は「
賽
馬
會
耆
智
園（Jockey 

Club Centre for Positive A
geing

）」
を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
同
施
設
は
認
知
症
と

診
断
さ
れ
た
人
の
み
が
入
所
ま
た
は
通
所
で

利
用
で
き
る
施
設
で
、
入
所
者
の
胸
に
は
認

知
症
の
レ
ベ
ル
別
に
赤
、
黄
、
青
の
リ
ボ
ン

が
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
治
療
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
は
名
前
の
「
馬
」
に
あ
る
よ
う
に
競

馬
場
と
香
港
中
文
大
学
の
共
同
経
営
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
競
馬
場
の
収
益
が
施
設
運
営
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費
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
給
与
を
聞
い
た

と
こ
ろ
日
本
と
同
じ
よ
う
な
給
与
水
準
だ
っ

た
。
し
か
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
笑
顔
が
素
晴
ら

し
く
よ
い
。｢
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
使
命

が
あ
る
の
で｣
と
の
コ
メ
ン
ト
を
聞
き
、
高

い
プ
ロ
意
識
と
仕
事
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
驚
い
た
覚
え
が
あ
る
。

　

ま
た
、
通
所
に
は
ア
マ
さ
ん
付
き
添
い
で

通
う
人
も
数
人
お
り
、
日
本
で
は
見
ら
れ
な

い
光
景
に
文
化
の
違
い
を
感
じ
た
。

　

補
足
だ
が
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
も
高
齢
者
と

そ
の
家
族
に
高
齢
者
を
介
助
す
る
ア
マ
さ
ん

が
付
き
添
い
、
家
族
団
ら
ん
の
外
食
を
楽
し

む
姿
を
よ
く
見
か
け
た
。
日
本
で
も
ホ
ー
ル

ヘ
ル
パ
ー
等
を
活
用
し
、
こ
う
し
た
文
化
が

浸
透
し
て
い
く
と
よ
い
と
思
っ
た
事
象
だ
。

高
齢
者
の
た
め
の

新
サ
ー
ビ
ス
も
拡
充

　

そ
の
他
、
香
港
で
は
高
齢
者
の
た
め
の
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
『
長
青
網
（
ｅ
エ
ル
ダ
リ
ー
）』

（w
w

w
.e123.hk

）
も
数
カ
月
前
か
ら
運
営
が

開
始
さ
れ
た
。
政
府
の
曽
俊
華
（
ジ
ョ
ン
・

ツ
ァ
ン
）
財
政
長
官
の
「
高
齢
者
と
介
護
者

が
必
要
と
す
る
情
報
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ポ

ー
タ
ル
に
す
る｣

と
い
う
肝
い
り
で
ス
タ
ー

ト
し
た
企
画
ら
し
く
、
ニ
ュ
ー
ス
、
生
活
、

健
康
な
ど
８
分
野
で
高
齢
者
に
特
化
し
た
情

報
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
は
そ
の
日
の
天
気
に
加

え
、
香
港
ら
し
く
西
暦
と
旧
暦
の
日
付
、
日

よ
り
の
吉
兆
占
い
な
ど
が
並
ぶ
。
通
常
の
サ

イ
ト
に
比
べ
フ
ォ
ン
ト
が
大
き
い
の
が
特
徴

で
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
低
い
利
用
者
に
も
配
慮

し
機
能
や
提
供
情
報
を
絞
っ
た
「
簡
易
版
」

も
用
意
し
て
い
る
と
い
う
充
実
ぶ
り
。
各
種

施
設
が
提
供
す
る
高
齢
者
優
待
の
最
新
情
報

な
ど
も
網
羅
し
て
い
る
。

　

日
本
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
企
業
が
こ
の

よ
う
な
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
運
営
し
て
い
る
が
、

政
府
主
導
で
高
齢
者
や
介
護
者
向
け
の
サ
イ

ト
を
開
設
す
る
姿
勢
に｢

高
齢
者
を
大
切
に

す
る
香
港｣
の
気
持
ち
の
表
わ
れ
を
感
じ
る
。

香
港
在
住
日
本
人
の

住
宅
事
情

　

一
方
、
香
港
に
在
住
す
る
日
本
人
の
住
宅

事
情
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 

「
香
港
日
本
人
商
工
会
議
所
」（
10
年
７
月
10

日
現
在
）
に
よ
る
と
、
香
港
に
進
出
し
て
い

る
日
系
企
業
数
は
、
約
６
０
０
社
。
主
な
業

種
と
し
て
は
電
子
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
関
連
で
、

他
は
金
融
・
流
通
・
ア
パ
レ
ル
業
な
ど
も
多

く
進
出
を
し
て
お
り
、
ゼ
ネ
コ
ン
で
は
、
香

港
の
地
下
鉄
全
線
の
建
設
は
熊
谷
組
が
、
ま

た
飛
島
建
設
が
ビ
ル
を
多
数
建
設
し
て
い
る
。

　

外
務
省
領
事
局
政
策
課
「
海
外
在
留
法
人

数
調
査
統
計
（
平
成
22
年
速
報
版
）」
の
報
告

書
で
は
、｢

い
ず
れ
日
本
に
戻
る
予
定
の
香

港
に
長
期
滞
在
し
て
い
る
日
本
人
」
は

２
万
２
３
３
人
、｢

生
活
の
本
拠
地
を
日
本

か
ら
香
港
へ
移
し
た
永
住
者
」
の
日
本
人
は

１
２
８
５
人
と
な
っ
て
お
り
、
香
港
で
多
数

の
日
本
人
が
生
活
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
香
港
に
住
む
日
本
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
と
な
っ
て
い
る
の
が
「
香
港
日
本
人
倶

楽
部
」
で
あ
る
。
法
人
会
員
３
４
１
人
・
個

人
会
員
２
０
４
５
人
（
10
年
７
月
時
点
）
を

擁
す
る
組
織
で
、
施
設
館
内
に
は
レ
ス
ト
ラ

ン
や
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
等
が
完
備
さ
れ
、
会
員

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
、
香
港

に
住
む
多
く
の
日
本
人
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　

第
２
回
の
『
介
護
施
設
見
学
ツ
ア
ー
』
催

行
時
に
は
、
約
30
年
間
、
不
動
産
業
を
香
港

で
営
み
、
永
住
権
も
も
つ
方
か
ら｢

私
は
姉

も
日
本
か
ら
香
港
に
呼
び
寄
せ
ま
し
た
が
、

日
本
人
の
入
れ
る
高
齢
者
施
設
は
現
状
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
協
力
す
る
か
ら
建
て
て
欲
し

い｣

と
い
う
希
望
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
、
香
港
日
本
人
倶
楽
部
の
会

員
に｢

高
齢
に
な
っ
た
際
に
ど
の
よ
う
な
生

活
を
望
む
か｣

と
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
た
と

こ
ろ
、｢
香
港
は
医
療
面
が
不
安
な
の
で
、

高
齢
に
な
っ
た
際
は
帰
国
し
て
日
本
で
暮
ら

し
た
い｣

と
い
う
意
見
と｢

高
齢
に
な
っ
て

も
香
港
で
暮
ら
す
場
合
は
、
日
本
人
で
も
安

心
し
て
（
特
に
言
語
の
面
で
）
入
れ
る
高
齢
者

東華病院グループの高齢者施設「東華三院楊成紀念長期護理院」日本のような介護ベッドではなく普通のベッドで対応
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施
設
に
入
り
た
い｣

と
い
う
意
見
が
最
も
多

く
聞
か
れ
た
。

　

逆
に
、“
香
港
人
”
は
日
本
を
ど
の
よ
う

に
み
て
い
る
の
か
。
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
、

先
進
性
（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
都
市
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
）、
香
港
に
は
な
い
自
然
（
温
泉
、
雪
、
四

季
の
植
物
）、
食
べ
物
（
生
で
食
べ
ら
れ
る
新
鮮

な
海
産
物
、
繊
細
な
味
の
果
物
）、
そ
し
て
安
全

性
と
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
を
主
な
魅
力
と

す
る
憧
れ
の
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
み
ら

れ
て
い
る
よ
う
だ
。
街
中
に
は
、
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
や
日
系
ス
ー
パ
ー
が
多
く
点
在
し
、

新
聞
の
芸
能
欄
で
は
、
日
本
の
人
気
歌
手･

俳
優
の
最
新
情
報
が
、
週
刊
誌
に
は
最
新
の

日
本
製
品
や
旅
行
情
報
が
多
数
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
訪
日
の
大
き
な

動
機
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
「
訪
日

外
客
実
態
調
査
２
０
０
６

−

２
０
０
７＜

訪

問
地
調
査
編＞

」
に
よ
る
と
、
香
港
の
訪
日

リ
ピ
ー
タ
ー
率
は
75
％
と
極
め
て
高
い
。
当

地
有
力
旅
行
週
刊
誌
「W

eekend W
eekly

」

に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
日
本
は
06
年
・

07
年
と
２
年
連
続
で
最
も
人
気
の
海
外
旅
行

目
的
地
に
選
ば
れ
て
い
る
。
訪
日
に
関
し
て

も
、“
王
道
”
の
観
光
に
留
ま
ら
ず
、
釧
路

市
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
等
の
声
も
聞
い

た
。
親
日
意
識
も
非
常
に
高
い
。

　

中
国
本
土
で
の
事
業
は
信
頼
で
き
る
中
国

人
を
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
に
も
た
な
い
と

厳
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
香
港
に
高
齢
者
事

業
で
進
出
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
行
し
て
ビ

ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る
日
系
企
業
に
も
事
前
に

相
談
し
な
が
ら
き
ち
ん
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
の

手
順
を
踏
ま
え
て
行
な
え
ば
、
必
ず
受
け
入

れ
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
手
順
が
求
め
ら
れ
る

の
か
。
香
港
で
は「Lim

ited Com
pany

（
有

限
公
司
）」
と
い
う
形
態
で
会
社
を
設
立
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
で
い
う
と
こ
ろ
の

株
式
会
社
に
相
当
す
る
法
人
格
で
、
日
本
企

業
が
「
香
港
で
会
社
を
つ
く
っ
た
」
と
い
う

場
合
、
こ
の
形
態
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
さ
ら
に
、

公
司
註
冊
處
（Com

panies Registry

）
と
商

業
登
記
處
（Business Registration O

ffi
ce

）

の
２
つ
の
政
府
機
関
で
登
記
し
て
初
め
て
営

業
が
可
能
と
な
る
。

　

有
限
公
司
は
、
株
主
・
取
締
役
（
各
最
低

１
人
）
に
加
え
、
会
社
秘
書
役
に
よ
り
組
織

さ
れ
る
。
新
規
設
立
法
人
の
場
合
、
18
カ
月

以
内
に
初
回
決
算
報
告
を
行
な
う
義
務
が
課

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
際
、
香
港
の
公
認
会

計
士
を
監
査
役
と
し
て
指
名
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
株
主
、
取
締
役
は
国
籍
、
個
人
、

法
人
の
別
を
問
わ
な
い
も
の
の
、
司
法
書
士

的
な
業
務
を
担
当
す
る
秘
書
役
は
香
港
の
永

住
権
を
も
ち
、
必
ず
香
港
に
在
住
し
て
い
る

こ
と
が
条
件
と
な
る
。

　

最
低
資
本
金
は
、
授
権
資
本
金
・
払
込
資

本
金
が
各
１
Ｈ
Ｋ
＄
。
資
本
金
は
銀
行
に
入

れ
る
必
要
は
な
く
、
ス
タ
ン
プ
デ
ュ
ー
テ
ィ

（
税
金
）
を
資
本
金
の
０
・
１
％
支
払
う
だ
け

で
登
記
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
手
続
き
自
体
は
そ
う
煩
雑
で

は
な
い
が
、
香
港
進
出
に
際
し
て
一
番
重
要

な
の
は｢

日
本
人
ら
し
い
お
も
て
な
し
サ
ー

ビ
ス
を
、
い
か
に
お
客
様
と
ス
タ
ッ
フ
が
国

籍
問
わ
ず
提
供
で
き
る
か｣

で
あ
る
。

　

今
年
11
月
、
石
川
県
の
老
舗
旅
館
“
加
賀

屋
”
の
分
館
「
加
賀
屋
北
役
」
が
台
湾
に
オ

ー
プ
ン
す
る
。
運
営
の
一
切
に
加
賀
屋
流
を

取
り
入
れ
、
料
理
の
献
立
ま
で
瓜
二
つ
に
す

る
ら
し
く
、
台
湾
人
ス
タ
ッ
フ
の
教
育
も
日

本
で
行
な
い
、
６
月
か
ら
現
地
教
育
に
移
行

す
る
と
い
う
徹
底
し
た
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

で
オ
ー
プ
ン
に
備
え
て
い
る
そ
う
だ
。
香
港

で
の
高
齢
者
事
業
参
入
も
同
様
で
、
日
本
で

の
教
育
と
現
地
で
の
研
修
が
今
後
の
サ
ー
ビ

ス
の
徹
底
に
は
重
要
な
鍵
と
な
る
。

　

同
様
に
、
日
本
を
ま
っ
た
く
知
ら
な
い
ス

タ
ッ
フ
を
現
地
雇
用
し
“
日
式
介
護
”
を
教

育
し
た
だ
け
で
は
す
ぐ
に
底
の
浅
さ
は
見
抜

か
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
ス
タ
ッ
フ
の
教
育

に
は
一
番
苦
労
を
す
る
と
こ
ろ
。
日
本
へ
の

留
学
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
を
雇
用
す
る
こ

と
な
ど
が
、
ス
ム
ー
ズ
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
秘
訣
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

最
近
、
南
京
の
広
告
代
理
店
の
女
性
社
長

を
日
本
の
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
と
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
案
内
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
の

際
に
、｢

低
価
格
な
高
齢
者
施
設
で
は
な
く

高
級
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト

に
興
味
が
あ
る｣

と
言
わ
れ
た
。
現
在
中
国

本
土
で
は
富
裕
層
向
け
の
高
齢
者
施
設
を
数

多
く
の
企
業
が
投
資
目
的
に
計
画
し
て
い
る

が
、
香
港
で
も
今
後
こ
の
よ
う
な
需
要
は
ふ

え
て
く
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
、
香
港
の
施
設
は
リ
ハ
ビ
リ
や
現
地

な
ら
で
は
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
メ
ニ
ュ
ー

が
充
実
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
特
長
を
活
か

し
た
運
営
も
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

香
港
に
は
市
場
成
長
性
や
魅
力
が
多
分
に

あ
る
。
本
稿
が
日
本
の
事
業
者
の
香
港
進
出

の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
検
討
の

際
は
是
非
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
と

幸
い
だ
。	
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